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お
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」 

１
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り
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い
し
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す
。 
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読書の秋の始まりです 

９月というのに、まだまだ真夏のような暑さが続いていますが、皆さん、

身体と心の調子はいかがでしょうか？「何んとなく、だるいなぁ」と、本調子

でない人も多いと思います。そんな人のために、今月は、「心を整える」本

の特集をしています。気になる本があれば、ぜひ手にとって読んでみてくだ

さい。あなたにぴったりの心が元気になるヒントがあると思います。 

第 165 回芥川賞・直木賞が 7 月 14 日に決定しました。今回は、芥川

賞の受賞作と作者を紹介します。受賞作や関連本が、図書館にありますの

で、ぜひみにきてください。 
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芥川賞が決まりました。  

受賞作品と作家を紹介します。 

天理高校 図書館 202１年 9月 

『脱・呪縛』  

鎌田 實（著） 理論社 

作家でもある医者の鎌田さんが、中高

生に向けて書いた作品。生きづらさをう

む心の呪縛から、自分の心を自由にする

方法を教えてくれます。 

 

 

  

  

 

『眠る前に１分間ください。

明日、かならず「良いこと」

が起こります。』  
植西 聰（著） WAVE出版 

 「先のことを考えると不安が消えない」

「ひとりぼっちな気がして寂しい」そんな

気分を抱え込んでいる人に読んでほしい

です。眠りにつく前に１分間は、これから

を輝かせるための大切な時間。心の状態

をマイナスからプラスにするにはどうした

らよいか、この本にはその方法が書かれ

ています。 

 

 

  

  

 

『貝に続く場所にて』  

石沢 麻依（著） 講談社 

ドイツの学術都市に暮らす私の元に、震災で行方不明になったはず

の友人が現れる。人と場所の記憶に向かい合い、静謐な祈りを込めて

描く鎮魂の物語。（講談社HP（内容紹介）より） 

 

 

 

  

  

 

『彼岸花（ひがんばな）が咲く島』  

李 琴峰（著） 文藝春秋 

その島では〈ニホン語〉と〈女語〉が話されていた。記憶を失くした少

女が流れ着いたのは、ノロが統治し、男女が違う言葉を学ぶ島だった。

不思議な世界、読む愉楽に満ちた中編小説。 

（アマゾン HP「内容紹介」より） 

 

 

  

  

 

石沢 麻依（いしざわ まい） 

1980 年生まれ。東北大学大学院文学研究科

修士課程修了。２０２１年「貝に続く場所にて」

で、第６４回群像新人文学賞を受賞しデビュー。 

李 琴峰（り ことみ） 

19８９年生まれ。中国語を第一言語としながら、

15 歳で日本語を学習。また、その頃から中国語で

創作を始める。2013 年台湾大学を卒業後来日。

15 年早稲田大学大学院日本語教育研究科修士

課程を修了し、16 年民間企業に就職。17 年「独

舞」にて第64回群像新人文学賞優秀作を受賞し

デビュー。18年末に、勤務先を退職。19年独立起

業し、以来、作家、翻訳家、通訳者として活動。 

芥川龍之介賞 文藝春秋の創始者・菊池寛が友人である芥

川龍之介の名を記念し、直木賞と同時に昭和

10 年に制定しました。雑誌に発表された、新

進作家による純文学の中・短編作品のなかか

ら、最も優秀な作品に贈られる賞です。 

正賞は懐中時計、副賞は 100 万円、受賞は

年2回で、上半期の選考会は7月中旬、下半

期の選考会は翌年 1月中旬に行われます。 

＜館内写真 ①＞「心を整える本」 

＜館内写真 ②＞「心を整える本」 

<館内写真 ④⑤> 

「おいしい本はいかが」 

＜館内写真 ③＞「スポーツの秋」 


